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第１８回大津市農業委員会定例総会議事録 

 

１．開催日時  令和３年１０月１３日（水）１３時３０分から１５時２１分 

２．開催場所  大津市役所 新館７階 特別会議室 

３．出席委員（１７人） 

   会 長     ７番  田中 謙一 

   副会長     ２番  宇野 幸太郎 

   副会長     ８番  西村 博 

   副会長     ９番  森元 直紀 

           １番  髙谷 久美子 

           ３番  大伴 四郎左衞門 

           ４番  橋本 正和 

           ５番  安井 善次 

           ６番  山本 公彦 

          １０番  西村 正明 

          １１番  森田 康裕 

          １２番  横山 成治 

          １３番  松尾  比古敏 

          １４番  正田 富美子 

          １５番  上坂 雅彦 

          １７番  槌田 昌子 

          １８番  三田村 美江 

 

４．欠  席（１人） 

          １６番  服部 みさ子 

 

５．説 明 員（１人） 

          農林水産課 

 

６．傍 聴 人（０人） 

 

７．議事日程 

   第１  議事録署名委員の指名   １８番 三田村 美江 委員 

                     １番 髙谷 久美子 委員 

 

   第２  議案第６２号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

       議案第６３号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

       議案第６４号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

       議案第６５号 農地利用集積計画について 
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       報告第９２号 農地法第４条第１項第８号の規定による届出について 

       報告第９３号 農地法第５条第１項７号の規定による届出について 

       報告第９４号 農地法第１８条第６号の規定による通知について 

       報告第９５号 農地法施行規則第２９条第１項第１号の規定による届出

について 

       報告第９６号 相続税納税猶予の適格者証明書について 

       報告第９７号 農地法第３条の３第１項の規定による届出について 

       報告第９８号 押印・隣地承諾書のあり方の検討について 

       報告第９９号 令和３年度大津市農業委員会委員と農業者等の意見交換

について 

       報告第1 0 0号 令和４年度大津市予算編成等に係る大津市農業委員会の

意見書について 

 

   第３  その他事項 

 

８．農業委員会事務局職員 

       局長、次長、係長、主査、主査 

 

９．会議の概要 

 

事務局    それでは、皆さん、改めましてこんにちは。定刻となりましたので、ただ

いまから第１８回大津市農業委員会定例総会を開催させていただきます。 

皆様方には大変お忙しい中、ご出席を賜りまして、誠にありがとうござ

います。緊急事態宣言につきましても、先月末日をもって解除され、新型

コロナウイルス第５波の感染拡大も全国的に収束傾向でございます。本県

につきましては、今月の７日にステージ２から注意ステージに引下げられ

たところでございます。 

しかしながら、新型コロナウイルス第６波が来年２月中旬にもピークを

迎えるとの試算も公表されているところでございます。引き続き、感染拡

大防止に努めてまいりたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

それでは、最初に、大津市農業委員憲章の斉唱を行いますので、ご起立

をお願いいたします。 

 なお、先唱につきましては、従前から議席番号順となっております。本

日は議席番号１７番 槌田 昌子委員に先唱いただきますので、以後一斉

にご唱和をお願いいたします。 

 

       ＜ 大津市農業委員憲章斉唱 ＞ 

 

事務局長   ありがとうございました。ご着席ください。 

それでは、会議全体の司会進行については副会長の輪番制としており、
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議案の審議は、大津市農業委員会会議規則第５条の規定により会長にお願

いしたいと存じます。本日の司会については、北部選出の副会長でありま

す森元 直紀委員にお願いいたします。 

それでは、開会に当たり、森元 直紀副会長からご挨拶をいただきたい

と存じます。よろしくお願いいたします。 

 

副会長    本日、司会を務めさせていただきます森元です。 

皆さん、お忙しい中、第１８回の定例総会にお集まりいただき、ありが

とうございます。先ほども局長からもお話があったように、コロナの感染

が非常に落ち着いたとはいえ、まだまだ安心しきれない部分もありますの

で、皆さん、予防等して感染しないように十分気をつけていただきたいと

思います。 

それでは、早速始めさせていただきます。 

議事に先立ち、本定例会総会の成立について申し上げます。 

本日は、服部委員が所用のため、欠席されております。在任委員１８名

のうち、ただいま出席委員は１７名でございますので、在任委員の過半数

に達しており、農業委員会等に関する法律第２８条第４項の規定により、

本定例総会は成立しておりますことをご報告申し上げます。 

それでは、議事進行については会長、よろしくお願いします。 

 

議 長    それでは、日程に従い始めさせていただきます。 

なお、事前に質問はありませんでしたので、ご発言はご意見に限って簡

潔にお願いしたいと存じます。 

また、議事録整理のため、発言に当たっては挙手し、氏名を述べていた

だいた上で、ご発言いただきますようお願いします。 

また、携帯電話については電源をお切りいただくか、マナーモードに設

定していただきますよう、よろしくお願いします。 

では、議事が円滑に進行できますよう、よろしくご協力をお願いいたし

ます。 

本日の議事録署名人を指名いたします。 

        １８番 三田村 美江 委員 

         １番 髙谷 久美子 委員 

よろしくお願いします。 

それでは、ただいまから議事に入ります。 

議案第６２号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について。こ

のことについて本定例総会の議決をもとめる。令和３年１０月１３日提出。

大津市農業委員会 会長 田中謙一。事務局の説明を求めます。 

 

事務局    （事務局、資料に基づき説明） 

 

議 長    説明が終わりましたので、農地法第３条の趣旨に照らし、申請農地につい
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て権利の設定・移転が妥当であるかどうか、地元委員のご意見をお伺いしま

す。No.１及びNo.２の小野については、地元委員よりご意見をお願いします。 

 

委 員    No.１、No.２についてですが、隣接している農地であり、もしかしたら２

枚に分れているようなのですが、両方ともに湿田状態で、前年度まで耕作さ

れていたようなのですが、コンバインのキャタの跡で非常に深いところまで

残っている状態で、確かに盛土をしないと難しいのかなという現状でした。

購入される方については、もう隣でハウスも建てておられて、盛土をした後

はハウス内でトマトもしくは果樹をやっていきたい意向をおっしゃってお

られました。盛土をする際、４条の許可申請も間違いなくしてくださいねと

のことで一応念を押しておきましたので、ご審議いただければと思います。

よろしくお願いします。 

 

議 長    ありがとうございました。 

続きまして、No.３の枝二丁目について、地元委員よりご意見をお願いし

ます。 

 

委 員    枝二丁目につきましては、ここは田上の土地改良区内ということで、まだ

なかなか工事が進まない状況でございます。譲渡人も高齢化してきますの

で、そうすると譲受人がその分をみんなする、今後工事が終わったら換地の

段階で大規模な土地にしてもらうという話になっておりますので、何ら問題

はないかというように私どもは考えております。よろしくお願いします。 

 

議 長    ありがとうございました。 

それでは、何かご意見はありますか。 

 

委 員    この○○さん、何か近所で青地かそういうようなところでボート置場をや

っておられるという説明がありました。それで、改善計画の書類を出すとい

うことになっていますが、許可するまでにその書類をもらってもらったほう

がよいと。後から出すのでは具合悪いのではないかと思います。何の改善も

なしに、許可を出すのは事務局のほうで考えていただきたいと思います。 

 

事務局    今、○○委員がおっしゃった点ですが、ボート置場にされているのは、ま

ず青地ではなくて白地のところです。こちらについては、おっしゃることも

よく分かるのですが、５月の審議の時に誓約書をもらっており、令和３年中

にやるということで、やると言っておられるのに、３条を止めるというのは、

まだ令和３年は終わっていませんので、受け付けたというところがございま

す。 

今後ですが、令和３年が終わってしまいますと、これどうなっているの

か、ということの後追いを事務局もしていくのですが、それで、次、また

それをやらずに３条許可申請を出してこられたら、これは○○委員がおっ
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しゃるように、３条を受け付ける前にここを是正していただかないといけ

ないのではないかという指導をしていくことになろうかと思っておりま

す。以上です。 

 

議 長    ほかに何かご意見ございませんか。 

 

       （なしの声） 

 

議 長    それでは、ご意見もないようですのでお諮りします。 

それでは、No.１について、賛成の方は挙手をお願いします。 

 

       ＜採 決＞ 

 

議 長    挙手全員により、議案第６２号 農地法第３条第１項の規定による許可申

請№１は許可することに決定いたします。 

続きまして、No.２について賛成の方は挙手をお願いします。 

 

       ＜採 決＞ 

 

議 長    挙手全員により、議案第６２号 農地法第３条第１項の規定による許可申

請№２は許可することに決定いたします。 

続きまして、No.３について賛成の方は挙手をお願いします。 

 

       ＜採 決＞ 

 

議 長    挙手全員により、議案第６２号 農地法第３条第１項の規定による許可申

請No.３は許可することに決定いたします。 

続きまして、議案第６３号 農地法第４条第１項の規定による許可申請

について。このことについて本定例総会の議決をもとめる。令和３年１０

月１３日提出。大津市農業委員会 会長 田中謙一。事務局の説明を求め

ます。 

 

事務局    （事務局、資料に基づき説明） 

 

議 長    説明が終わりましたので、去る９月２７日に実施いたしました現地調査の

結果、農地法第４条の農地転用許可基準から見た審査状況について、一日立

会委員から一括してご報告をお願いいたします。 

 

委 員    当日、２地区の確認をさせてもらいました。まず、１番目のこの地区につ

きまして確認をしたところですが、全く駐車場という状況になっており、な

おかつ先ほども事務局からも報告ありましたように、農地転用をしないまま
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に今現在に至っているということでございます。当然、隣接する場所におき

ましても水利の関係等、問題はない。また、道路に面しておりまして変更さ

れるのは当然であろうというようにも考えた結果、今回の分においては、ほ

かの方に問題が発生することも考えられません。そういうことも踏まえて、

ご審議を賜りたいと思います。 

もう１件、関津五丁目、○○さんの関係でございます。ここについても、

当然農地転用された上の物事の進め方というのがあるわけでございます

が、いつの間にか駐車場に変わっていたということで、ほかの農地等にも

何ら問題を及ぼすということも考えられません。その点も併せてご審議を

賜りたいと思います。以上です。 

 

議 長    ありがとうございました。 

続きまして、地元委員の意見をお伺いします。No.１の小野について、地

元委員にご意見をお伺いします。 

 

委 員    先ほど一日立会委員がおっしゃったように、現状、もう駐車場として地上

げもされて使われておられます。30数年このような状況ということですの

で、今回、農地転用の手続をいただけるとのことで、問題はないのかなと思

います。ご審議いただければと思います。よろしくお願いします。 

 

議 長    ありがとうございました。 

続きまして、地元委員の意見をお伺いします。No.２の関津五丁目につい

て、地元委員にご意見をお伺いします。 

 

委 員    事務局から説明もありましたように、平成18年に競売により取得され、○

○さん名義になっているのですが、それまでにご主人が勝手に雑種地、駐車

場のような扱いにしております。亡くなられたので、今度また貸して欲しい

という近隣の業者があり、それで初めて農地転用がされていないということ

に気がついて、今回、顛末書等を添えて申請をされているということでござ

いますので、問題点としては何もございませんし、隣接等につきましても農

地はございませんので、何ら問題はないかと考えますので、よろしくご審議

願いたいと思います。 

 

議 長    はい、ありがとうございました。それでは、何かご意見ございますか。 

 

       （なしの声） 

 

議 長    それでは、ご意見もないようですのでお諮りします。 

№１について、許可することに賛成の方は挙手をお願いします。 

 

       ＜採 決＞ 
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議 長    挙手全員により、議案第６３号 農地法第４条第１項の規定による許可申

請№１は許可することに決定いたします。 

№２について、許可することに賛成の方は挙手をお願いします。 

 

       ＜採 決＞ 

 

議 長    挙手全員により、議案第６３号 農地法第４条第１項の規定による許可申

請№２は許可することに決定いたします。 

続きまして、議案第６４号 農地法第５条第１項の規定による許可申請

について。このことについて本定例総会の議決をもとめる。令和３年１０

月１３日提出。大津市農業委員会 会長 田中謙一。事務局の説明を求め

ます。 

 

事務局    （事務局、資料に基づき説明） 

 

議 長    説明が終わりましたので、去る９月２７日に実施いたしました現地調査の

結果、農地法第５条の農地転用許可基準から見た審査状況について、一日立

会委員から一括してご報告をお伺いします。 

 

委 員    まず、No.１の北比良について説明をさせてもらいます。雨天から天気が

よくなり現地確認をさせていただきました。現地については、水たまりがあ

る状況で、先ほども説明がありましたように、盛土をして雨水等の対応をす

るという説明がありました。現地を確認しましたところ、北側と東側にも水

路があり、そこの管理をされることが前提であるとのことも併せて依頼をし

た上で、ほかに田畑が下手側にはなく、水路を利用することもないという状

況ですので、水利の関係については問題ないであろうと。 

また、端には農道及び道路があり、通行等について支障を来すというよ

うなこともございませんので、中継施設及び露天駐車場とされる分におい

ては、問題はないであろうというように確認をいたしております。 

これが１点。 

No.２の真野普門一丁目について確認をさせてもらいました中で、当初、

この計画をされました○○さんに、なぜこの場所が売却という形になって

いるか確認した結果、隣に鉄材等の処分をする会社がございまして、そこ

が譲受人で、田んぼとしての用途に成しにくい場所ということ、鉄材等の

処分をされるにおいて、そういう鉄の材料等が田畑に侵入するようなこと

もあって仕事がしにくいということから売却となりました。実際に、保全

管理という現況であるわけですが、管理はしにくい場所という状況であっ

たことから、売却へ進んだと思います。水利については、十二分に確保す

るようにとのことで、譲受人にも話を一応させていただきました。実際、

本来は田として成す場所であるわけですが、立地条件が変わってきた中で



- 8 - 

の売却ということであるわけでして、別にここに問題があるというもので

はございません。これについてもご審議をお願いしたいと思います。 

続きまして、No.３北大路三丁目。ここについては、名神高速道路と一部

バイパスの間に挟まれた非常に扱いのできない田であったと思われます。

現在は、保全管理となっておりますが、管理をしているとは思えないよう

な状況です。ですから、第２種農地として見ているわけですが、用をなさ

ないという場所で、これについては売却して露天駐車場、もしくは軽作業

場とされるほうが適当でないかと思われます。忘れられたような土地にな

るということも考えられます。ですから、保全管理をされていたとのこと

ではございますが、今回のこの申請については、変えることによって用を

成すと考えられますので、別に問題はないと思われます。 

次に、No.４、同じく○○が売却により購入されるという場所でございま

すが、ここも保全管理となっておりますが、もう雑草地というか、原野に

近いような状況の中であるわけで、実際に譲渡人が管理をしておられるよ

うな状況ではないのですが、別に何らほかに影響に及ぼすことがないとい

うように考えますので、よろしくご審議をお願いしたいと思います。 

最後になりますが、大石小田原二丁目でございます。この場所について

は、露天駐車場で申請をされるわけですが、当初、農転をしないままに勝

手に駐車場に変わっているということで、今回顚末をつけてという形で申

請が出ております。ここについても、名神高速道路のＮＥＸＣＯ西日本の

その業者がそれを活用するという形に変わるわけですが、水利関係につい

ても、この地域一帯がＮＥＸＣＯの関係ということもあり、当然そのよう

に耕作をされるような状況にはないわけで、駐車場に変わっているとのこ

とですので、別に農地としての保全管理をする必要がないような状況にな

っており、別に問題はないと思いますので、併せてご審議を願いたいと思

います。以上です。 

 

議 長    ありがとうございました。 

続きまして、地元委員の意見をお伺いします。No.１の北比良について、

地元委員にご意見をお願いします。 

 

委 員    先ほど事務局の説明と一日立会委員に全てお話しいただいて、結果的に周

辺農地並びに水利等問題もございませんので、ご承認をいただきますよう、

よろしくお願いいたします。以上です。 

 

議 長    ありがとうございました。 

続きまして、No.２の真野普門一丁目について、地元委員にご意見をお願

いします。 

 

委 員     No.２のこの件について、○○と写真で見てもらうと白い塀が建ってい

ますところが○○、外枠の会社の資材置場です。高さが○○のほうが１ｍと
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少し高いです。そのまま平行で盛土をしていかれますので、○○のほうが大

分低くなります。それで、重機で廃品を解体し、山積みにしておられますの

で、重機だと下から塀の高さが見えないことがありますので、現在、それで

こぼれたりしていますが、今回、その方に関して○○には、○○に迷惑かけ

ないように塀を高くしてほしいと要望しております。それと、隣接のここの

一部は畑を作っておられますが、そういうところでも周辺には迷惑かけない

ようにお願いして、はい、とは言っておられましたが、今後しっかり監視し

ていきたいと思います。事務局と一日立会委員の説明があったように、これ

で十分いけるかと思いますので、ご審議ください。お願いいたします。 

 

議 長    はい、ありがとうございました。 

続きまして、No.３及びNo.４の北大路三丁目について、地元委員に一括

してご意見をお願いします。 

 

委 員    ３番の土地は、事務局よりお話があったのと一日立会委員のお話があった

とおりで、あと申すべきこともございませんが、３番の土地については、一

日立会委員もおっしゃっていたように、きれいになってこの土地が宅地化し

たほうがいいだろうと思われる土地でございます。 

４番の土地については、目の前に中学校があり、これも市街化が見込ま

れる土地で、通学の関係からもきれいになったような環境で、何ら問題な

いと思いますので、ご審議のほど、お願いいたします。 

 

議 長    ありがとうございました。 

続きまして、No.５の大石小田原二丁目について、地元委員にご意見をお

願いします。 

 

委 員    先ほど事務局からも説明がありましたとおり、平成23年頃にも既にここの

土地が露天駐車場という形で盛土がされており、その後、そのままという形

になっています。今現在、新名神の関係で小田原町というところはいろいろ

と資材置場等々に転用されるという形になっています。ここも○○さんが

隣、ほんの少し近くに事務所があり、そこから多分従業員さん等々が相当現

場のほうに行かれるとのことで、今の事務所の土地の駐車場ではない格好

で、この土地を利用したいとのことで申請されたと聞いております。使用に

関しては、これ以上、アスファルトを敷くなどそういうことはしない、その

ままの状態で使用するというお話でしたし、排水についても問題はないと現

状確認できましたので、ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

議 長    ありがとうございました。 

それでは、何かご意見はございますか。 

 

委 員    一つお伺いしたいのですが、真野普門の○○さんが購入される件です。29
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ページの平面図を見ていると、国道４７７号線から当該土地へ入るように計

画されておりますが、この図面の中で里道、水路が入っています。その里道、

水路がここから途中で消えているのですが、この里道、水路の話し合い、解

決はついているのでしょうか。途中で里道、水路が消えてしまっていますが。 

 

委 員    現地を確認させていただいた時、今、○○委員がおっしゃった里道及び水

路の確認をしました。ちょうど北側になるわけですが、実際にこの○○さん

と枠組みがしてある上手、西側までに里道及び水路はあるのですが、その用

を成してない。使った形跡がないような状況で里道、水路があります。現状

として、確認をしましたところ、ちょうど左側からカーブをしながら下手へ

下がるという流れになっていますが、実際に使った形跡も全然ないというよ

うな形でしたので、あくまでも水路の確保をしなさいよということについて

は、先ほども説明がありましたが、この一番下手側の新しい畑がありますの

で、水路を利用することは十分可能な状況ですが、今現在は用を供していな

いというような形ですので、口頭にて確保しなさいと申入れを一応しまし

た。ですから、それは再度確認するという形で進めていかなくてはいけない

のかなと、ここは特に思います。 

 

委 員    国道から反対側の里道、水路が入っていますが、里道、水路というのは官

地であり、今、大津市が管理しておられると思いますが、形式上なくても、

こうやって図面にのっている限り、残さないといけないものだと思います。 

それに今、僕が質問させていただいているのはそれと違いまして、国道

４７７号線からこの当該の土地に入る計画を図面上、色が塗っていますが、

その手前にここにも里道と水路が書いてあります。その水路がこの当該の

土地のところで、線的には何か入っているみたいですが、これを使うよう

な格好でそのまま埋めていくか何かの利用をするという格好になっている

と思います。これもその話はしっかりできているのか、いないのか、それ

を聞かせていただきたいのです。 

 

事務局    ○○委員がおっしゃった場所については、現在は草地といいますか、そう

いった状況で全く、里道はともかく、水路というのは特段ここだというのは

現状ないように感じてございます。今回、○○委員がおっしゃっているのは、

土盛りをするということで、ちゃんと協議ができているのかということにつ

いてですが、これについては、当然できているものと理解をしておりますが、

改めて事業者の申請代理人については適正にできているか至急確認はさせ

ていただきますし、当然ですが、そこの始末はできるものと考えてございま

す。説明は以上です。 

 

委 員    今のご答弁に関連するのですが、この周辺に排水路をつけて枡に集めて放

水するという話を聞きましたが、この会社自身は鉄くずとかいろんなものを

集めます。水自身はきれいな水を流せるような状態ではないと思いますが、
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その辺は法令に沿って言えば、そこまで用水枡をちゃんとつけて浄化して出

さないといけないとかということにはなってないかもしれませんが、この後

がどのように流れるかがちょっとはっきりしないのですが、その辺はいかが

でしょうか。 

 

事務局    ○○委員がおっしゃったのは、25ページ、土地利用の計画図で言いますと、

外周にＵ字溝が設置され、最終、入り口側、国道４７７号沿いの集水枡に流

れていくということをおっしゃったのかと思ってございます。 

事業者の業態的にどうなのだろうという部分が大きな話かと思うところ

で、そこに関しまして、農地法的にはもちろん油水分離層を設けなさいと

かそういったところはなかなか言える部分ではないかと思うのですが、今

回、ご心配をいただきましたので、改めて申請代理人のほうに、もし油物

が出るようなことが想定されるのであれば、油水分離層であるとか、そう

いったものを考えるべきなのではないかということを意見として申し述べ

るのがよいかと考えてございます。以上です。 

 

 

委 員    それと、枡から直接排水というように聞いたのですが、どこに排水するの

か、その口がはっきりこの絵にも出ていませんので、ひょっとしてここの用

水路がありますが、そこに排水されたら困るなという気がしたもので、ちょ

っとお話を出したのですが、道路に行っても道路のほうに出す口というのも

この絵からは見えませんし、その辺をはっきりした上で話も進めていただき

たいなと思います。 

 

事務局    分かりました。ありがとうございます。 

 

委 員    何回もすみません。そしたら、さっき聞かせてもらった、この里道、水路

というのは、公図的にはのっているものですか。平面図で描いているのは。

公図的にのっていたら勝手に埋められないと思いますが。 

 

事務局    公図的には、申し訳ございません、申請土地の部分が今回の申請地ではな

い雑種地になりますので、公図には今回の里道、水路がある箇所については

添付がございませんでした。ですから、改めて申請者に確認をさせていただ

きます。 

それと、里道、水路については勝手にできないのではないですかというこ

とについては、それは市でしたら路政課になりますが、そことの協議になっ

てございまして、通常、里道というのは通れればいいというようなことで路

政課は考えております。 

ただ、今回、外周を囲んだりしますよねということもございますので、

そこの考え方、路政課が現状、通れるかもしれないですが、囲ってしまっ

たら通過できないよねと。そうすると、払下げであるとか付替えという話
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がございますので、そこは申し訳ございません、こうです、ということを

説明が今できないのですが、事業者の申請代理人には確認をしまして、適

正に処理されるように指導はしてまいりたいと思います。以上です。 

 

議 長    それでは、ほかにご意見ございませんか。 

 

       （なしの声） 

 

議 長    それでは、ご意見も出尽くしたようですのでお諮りします。№１につきま

して、賛成の方は挙手をお願いします。 

 

       ＜採 決＞ 

 

議 長    挙手全員により、議案第６４号 農地法第５条第１項の規定による許可申

請№１は許可することに決定いたします。 

続きまして、No.２につきまして、賛成の方は挙手をお願いします。 

 

       ＜採 決＞ 

 

議 長    挙手全員により、議案第６４号 農地法第５条第１項の規定による許可申

請№２は許可することに決定いたします。 

続きまして、No.３につきまして、賛成の方は挙手をお願いします。 

 

       ＜採 決＞ 

 

議 長    挙手全員により、議案第６４号 農地法第５条第１項の規定による許可申

請№３は許可することに決定いたします。 

続きまして、No.４につきまして、賛成の方は挙手をお願いします。 

 

       ＜採 決＞ 

 

議 長    挙手全員により、議案第６４号 農地法第５条第１項の規定による許可申

請№４は許可することに決定いたします。 

続きまして、No.５につきまして、賛成の方は挙手をお願いします。 

 

       ＜採 決＞ 

 

議 長    挙手全員により、議案第６４号 農地法第５条第１項の規定による許可申

請№５は許可することに決定いたします。 

それでは、続きまして、次の議案第６５号については、利害関係人であ

る○○委員と○○委員にはご退席いただきます。 
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（○○委員、○○委員 退席） 

 

議 長    それでは、続きまして、議案第６５号 農用地利用集積計画について。こ

のことについて本定例総会の議決をもとめる。令和３年１０月１３日提出。

大津市農業委員会 会長 田中謙一。農林水産課の説明を求めます。 

 

農林水産課  （農林水産課 説明） 

 

議 長    説明が終わりましたので、何かご意見はございますか。 

 

       （なしの声） 

 

議 長    それでは、ご意見もないようですので、お諮りします。 

許可することに賛成の方は挙手をお願いします。 

 

       ＜採 決＞ 

 

議 長    挙手全員により、議案６５号 農用地利用集積計画については、妥当との

意見を大津市長宛てに回答することにいたします。 

それでは、これより再度、○○委員と○○委員にお入りいただきます。 

 

（○○委員、○○委員 着席） 

 

議 長    ここで議案の審査を終了します。司会を副会長に交代させていただきま

す。 

 

副会長    それでは、続きまして報告案件です。報告第９２号 農地法第４条第１項

第８号の規定による農地転用届出について、報告第９３号 農地法第５条第

１項第７号の規定による農地転用届について、報告第９４号 農地法第１８

条第６項の規定による届出について、報告第９５号 農地法施行規則第２９

条第１項第１号の規定による届出について、報告第９６号 相続税納税猶予

の適格者証明書について、報告第９７号 農地法第３条の３第１項の規定に

よる届出について、以上一括して事務局の報告を求めます。 

 

事務局    （事務局、資料に基づき報告） 

 

副会長    ありがとうございました。 

続きまして、報告第９８号 押印・隣地承諾書のあり方の検討について、

事務局の報告を求めます。 
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事務局    （事務局、資料に基づき報告） 

 

副会長    皆さん、それでは、検討会について、この方向でよろしいでしょうか。 

 

       （異議なしの声） 

 

副会長    ありがとうございます。 

それでは、特に意見等ないようですので、事務局から説明があったとお

り、私が座長を務めさせていただきます。大変不慣れではありますが、参

加されるメンバーの皆さん、よろしくお願いしたいと思います。 

それでは、そのほか事務局から連絡はございますか。 

 

事務局    （事務局、連絡事項報告） 

 

副会長    以上をもちまして一旦報告案件を終了します。本日、特にこれはというこ

とがありましたら、お願いします。 

 

事務局    （事務局、転用完了報告管理一覧表の配布について発言） 

 

副会長    それでは、これをもちまして農地係の案件は終了します。 

これより暫時休憩をさせていただきます。３時１０分まで休憩でお願い

します。 

 

       ＜ 再開 ＞ 

 

副会長    すみません。それでは、再開します。 

なお、後半部分についても、事前に質問等はありませんでしたので、ご

意見ついてのみ、後ほどお受けします。 

それでは、報告第９９号 令和４年度大津市農業委員会委員と農業者等

との意見交換会について、事務局の説明を求めます。 

 

事務局    （事務局、資料に基づき報告） 

 

副会長    ただいまの事務局の説明について、何かございましたらお願いします。 

 

       （なしの声） 

 

副会長    ないようですので、続きまして、報告第１００号 令和４年度大津市予算

編成等に係る大津市農業委員会の意見書についてです。 

先月議決をいただきました意見書につきましては、今月２２日に委員会

を代表して、私たち役員より大津市長に対して提出してまいります。 
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当日、限られた時間ではございますが、意見交換もする予定です。詳細

は次回報告いたします。以上です。 

続きまして、１０月４日に開催されました農地利用最適化に向けた研修

会につきまして、参加者を代表して副会長より参加報告をお願いします。 

 

副会長    １０月４日、守山市民ホールで開催されました農業会議主催の農地利用等

の研修会でございましたが、第１部は普及員さんによる３事例の報告でござ

いましたし、第２部につきましても書いたペーパーを読んでいるというだけ

の話で、はっきり言って、聞いていても意味がないのです。現に農業者、生

産者等がしゃべっておられるのでしたら分かるのですが、本当にパワーポイ

ントで画像を見せてしゃべっているというだけで、聞いていても意味がな

い、面白くもないし、もう少し農業会議さんには考えてほしいなと思いまし

た。大半の人が本当に聞いているというだけ、参加したというだけの話でし

たので、これという実りの話ではなかったように私は思いました。 

以上です。 

 

事務局    一応、その旨、農業会議には申し入れました。２回に分けて北部と南部で

やった割にはあまりにも内容的にひどくて。要は、真正面な説明であって、

こういうところでこういう努力があった、こう解決するには皆さんの仕掛け

があったよということが何にもないので、結局、結果論だけしか発表がなか

ったので、少し惜しいというような発表だったということで申し入れはして

おります。ありがとうございます。 

 

委 員    私も出席をさせてもらいましたが、どこを主体に物を考えてしゃべってお

られるのか全然分からなくて、俗に言う行政の一方通行で話をしておられ

て、みんなこれでいかないといけないということになれば、まだいいのだが、

そういう話も出ない。 

ただ、市街化を対象にした研修会とか、また担い手をという研修会、お

題目はいいのだが、実際に担い手の人を育成しようと思ったら、こういう

事例があって、こういうような形で、よそで成功した例がありますよとか、

そういうようなことだったら、まだ、そうかなと思いますが、市街化のこ

とに対してはもう完全に目を伏せて、あくまでも市街化以外のところをメ

インに物を考えているような研修会の進め方。あれだったら聞いていても

全然意味がないです。 

そう思いましたし、今日、本当だったら、それを絶対言わないといけな

いと思っていたのですが、大津市はこれだけのたくさんの農業者を抱えな

がら実際に次、どうしようと思っている状況が今あるわけでして、それを

本当に市外以外の人のことばかり考えて物事を進めているような話という

のは意味がないという格好で、次からああいう研修だったら出席しません。

きつい話ですが、そのように思います。 
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委 員    当日も質疑応答でもお話しさせていただきましたし、アンケートにも書か

せていただきましたが、具体性に欠けて何がしたくて何を求めているのか、

これだけの人数を集めておきながら時間を無駄に過ごさせる内容だったと

いうように書かせていただきました。もうこんなのでは老い先、どうなるの

でしょうかという状態でもありますね。なので、私たち個人で動いていかな

いといけないのかな、大津市は大津市でというようにも感じましたので、そ

このところ、少し共有したいなと思いました。よろしくお願いします。 

 

副会長    貴重なご意見ありがとうございます。次回に向けて参考にしていただけれ

ばと思います。 

それでは、最後、事務局より何かありますか。 

 

事務局    （事務局、その他報告） 

 

委 員    最後に一言いいですか。 

補助金のことで今回、また大津市の予算編成に係る意見書の時に市にお

話に行くとのことでもありますので、その時に一言お礼を言っていただけ

たらいいかと思います。今まで中山間の補助金というのは急傾斜地しか出

ていなかったのですが、長らく前市長の時にもいろいろ要望があちこちか

ら出されてお願いをしておりました。傾斜によって補助金が出ていたわけ

ですが、急傾斜、20ｍ行って１ｍという傾斜以上でないと大津市は補助金

が出なかったのですね。ほかのところは出ているのですが、大津市が出さ

ないというので。補助金は国とか県と大津市が寄って補助金を出していま

すが、大津市だけが反対したので、大津市では緩傾斜の分について補助金

はなかったのです。それが今回市長の英断といいますか、判断いただいて

出るようになって、来年の予算の中に組み込まれてもらえるようになって

おります。西部のほうとして、農業者は非常に助かっておりますし、ぜひ

一言お礼を言っていただいたらなと思いますので、よろしくお願いします。

以上です。 

 

副会長    また、役員のほうで伝えられたと思います。 

以上をもちまして、第１８回定例総会の全て議案、報告事項を終了いた

します。 
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議事録署名委員 

 

 
  議 長（田中 謙一 委員）    印 

 

 

  委 員（三田村 美江 委員）   印 

 

 

  委 員（髙谷 久美子 委員）   印 

 

 

 

 

                 

 


